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プ チ ド ホ ルモ ン 産生細胞 と A P U D 系細胞 の概念.
日 生病 院医学雑誌 6 : 1 7 - 30 ，  1978. 
5 . 著 書
K i tagawa ， T. ， Kanamaru ， T. ， Kato ， H. ， Yano ， 
S. and Asanuma ， Y. Novel enzyme i mmunoas say 
of three ant i bi ot i cs .  N ew methods f or prepar­
at i on of ant i se ra to the ant ib iot i cs and for en­
zyme l abel l  i ng using a combinat i on of two het­
erob i sfunct i onal reagents .  Enzyme Label l ed 
Immunoassay of Hormones and Drugs. ed. by 
S .  B. PalJ p. 59 - 66， Wal ter de G ruyter & Co. ，  
Berl in. New York， 1978. 
6 .  そ の他
1 ) 矢野三郎 : 尿崩症. 薬の知識 29 : 21 ， 1978. 
2 ) 矢野三郎 : 高 コ レ ス テ ロ ー ル血症 な ど約50項






1 .  研究概要
1978年 に お け る 教室員 各 自 の研究活動 の 内容は 以
下 の如 く であ る 。
杉本 : ①不安定狭心症の 臨床 ( 成 人病学会 シ ン ポ
ジ ウ ム そ の他で発表 ) ， ②左室収縮時 聞 の 基礎 と 臨
床 ( 脈波学会総会特別 講演 ) ， ③ ヒ ト の心臓の電気
生理学的性質 と そ れ に 対す る 薬物作用 (世界心臓学
会 そ の他に て 発表 ) ， ④心室細動 の 発生要因 に 関す
る 実験 的研究 ( 現在進行中 )。
水村 : ①急性尿細管壊死の乏尿期 お よ び利尿期 に
お け る 小分子 タ ン パ ク の動態 ( 腎 臓学会西部会発表
予定 ) ， ②急性尿細管壊死の 回復期 の 水 ・ Na再吸収
能 ( 現在進行 中 )。
浦 岡 : ①僧帽弁閉鎖不全 に お け る 解剖学的異常 と
機能的異常の関連 ( 臨床心音図研究会， 循環器学会
北陸地方会で発表) ， ②杉本の課題④ を 共 同 で研究
中 。
寺 田 : 体表面心臓電位分布図法に よ る 心筋梗塞の
梗塞部位 と 血管病変 の局 在 と の関係 ( 現在進行中 )。
高 田 : ①実験的 腎血管性高血圧 の 成 因 ( 国際腎臓
学会発 表 ) ， ②本態性高血圧患者 に お け る Na 排池
10 ) 金丸哲宏， 北 川 常広， 加藤弘 巳， 矢野三郎，
浅 沼 克次 : ゲ ン タ マ イ シ ン の酵素免疫 測定法 と そ の
応用， 第 18回 臨床化学 シ ン ポ ジ ウ ム， 1978 . 1 2 ， 大
阪.
3 . 原 著
1 ) 森本靖彦， 花崎信夫， 宮武明彦， 中 尾院英，
野間 啓造， 八 倉隆保， 山 村雄一， 有末一隆， 立花障
夫， 矢野三郎 : 慢性疾患 ス テ ロ イ ド 治療 時 の 副 腎 皮
質機能抑制 に 及 ぼす ス テ ロ イ ド 製剤 の種類， 投与量，
投与方法の影響 に つ い て . 日 本 内科学会雑誌 67 : 
57 - 68， 1978 . 
2 ) Nakao ， K. ， Noma ， K. ， Sato ，B . ， Yano ， S .  
Yamamura ， Y. and Tachibana ， T .  Serum prol ac­
tin l evel s  in  e ighty pat i ent s with sarco idos i s . 
European J. of C l ini cal Invest igat i on， 8 37 -
40， 1978 . 
3 ) 加 藤 弘 巳， 矢野三郎， 浅沼 克次， 金丸哲宏，
若松英樹， 北 川 常広 : ペニ シ リ ン の酵素免疫測定法.
臨床化学 シ ン ポ ジ ウ ム 17 : 9 1 - 95， 1978 . 
4 ) Ki tagawa， T. ， Kanamaru ，T. ， Wakamatsu ， 
H. ， Kato ， H. ， Yano ， S . and Asanuma ， Y. 
A new method for preparat ion of an ant i se rum 
to peni c i l l in and i t s  appl i cat i on for novel en­
zyme i mmunoassay of peni c i l l  in. J. B iochem. 
84 : 491 - 494， 1978. 
5 ) 植村泰三， 藤井隆， 中 尾院英， 浅沼 克次 : 原
発性 甲状腺機能低下症 に 伴 っ た 乳汁漏 出 無 月 経症候
群. 日 生病 院医学雑誌 6 : 1 15 - 124， 1978. 
6 ) 山 村雄一， 国府達郎， 上田 英之助， 矢野三郎，
森本靖彦， 小西 池穣一， 山 本実， 柏村茂， 吉 田 茂 :
内科領域の不眠症 治療 に 関す る 研究. 治療 60 : 
1035 - 1038， 1978. 
4 . 総 説
1 ) 矢野三郎， 浅沼 克次， 藤井隆 : 免疫 異常 と カ
リ ク レ イ ン ・ キ ニ ン 系. 日 本臨林 36 : 2922 - 2926 ， 
1978 
2 ) 矢野三郎 : 内 分泌機能の遺伝的障害一一分泌
異常 と 受容体異常ー一一代謝， 1 5 : 735 - 742 ， 1978. 
3) 矢野三郎 : 主要医 薬 品 の 副作用 : 副 腎 皮 質 ホ
ルモ ン 剤 に つ い て . ME DIC 1 3 : 1 3 - 16， 1978. 
4 4 ) 矢野三郎 : ス テ ロ イ ド 療法の 問題点. ミ ノ フ
ア ー ゲ ン ・ メ デ イ カ ル ・ レ ビ ュ ー 23 : 233 - 243 ， 
1978 
5 )  浅沼 克次， 植村泰三 ， 中 尾院英，















6 : 1 - 15 ，  
藤井隆， 中 尾院英， 浅沼 克次 : ぺ
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能 ( 国 際 腎 臓学会発表 ) ， ③ア ン ジ オ テ ン シ ン II ア
ナ ロ ー グテ ス ト と 治療効果 ( 腎臓学会西部会発表) ，
④浮腫性疾患患者に お け る レ ニ ン ・ ア ン ジ オ テ ン シ
ン ・ ア ル ド ス テ ロ ン 系 ( 現在進行中 )。
2 .  学会報告
1 ) S ugimoto ， T. ， I shikawa ， T. ， Kaseno， K. ， 
and Nakase ， S .  : E l ectrophys io logical propert ies  
of d i l t i azem in man. ， The 8th  World  Congress  
of C ardi ol ogy， S ept . ， 1978， Tokyo. 
2 ) Takata ， M. ， Shimao ， M. ， Uno ， D. ， Arai ， 
S . ， Takabatake ， T. ， Nomura ， G. ， and Hattori  
N. : E ffect of β -bl ocking agents  on bl ood pres­
sure and plasma reni n  act ivi ty in  two kidney 
Goldbl att hypertens ive rabbits . ， The Vllth 
Internat i onal Congress  of Nephrol ogy， June ， 
1978， Montreal . 
3 ) Sh imao ， M. ， Takata ， M. ， Arai ， S . ， Uno ， 
D. ， Takabatake ， T. ， Nomura ， G. ， and Hattori ， 
N. : Exaggerated natr iure s i s  in hypertensi on. 
The rol e of bl ood presure， renin and pl asma 
vol ume. ， The 刊th Internat i onal Congress  of 
Nephrol ogy， June， 1978， Mont rea l .  
4 ) Nomura ， G. ， Arai ， S . ， Uno ， D. ， Shimao ， 
M. ， Takata ， M. ， Takabatake ， T. and Hattori ， 
N. : E ffect of propranol on renal c i rculat i on 
and sodium reabsorpt i on. ， The 刊th Internat i o­
nal Congress  of Nephrol ogy， June， 1978， Mont rea l .  
3 . 原 著
1 ) 杉本恒 明 ， 石 川 忠夫， 柏野謙介 : 下行性 に 完
全 HVブロ ッ ク ， 逆行性 に 過常期性 と 思 わ れ る H A 伝
導 を 示 し た l 例. 臨床心臓電気生理 1 ( 1 ) : 69 -
73， 1978. 
2 ) 杉本恒 明 ， 石 川 忠夫， 柏野謙介 : 心房周 期 の
変化 に 伴 う 心房エ コ ー帯の変化. 臨床心臓電気生理
1 ( 2 ) : 1 - 4 ， 1978. 
3 ) 木 田 寛， 安部俊 男 ， 飯 田 博行， 友杉直久， 西
村邦雄， 浅野喜博， 藤岡正信， 土肥和紘， 中 本安，
水村泰治， 服部信 : 検診に お け る 尿 タ ン パ ク 陽性例
の 実態 に つ い て . 内 科 4 1 ( 4 ) : 664 - 668， 1 978 . 
4 ) 沼 哲夫， 大城康彦， 余 川 茂， 稲坂暢， 服部信，
浦 岡 忠夫 : 心エ コ ー 図 よ り み た 非対称性心筋 肥大の
形態 と ベ ク ト ル心電図 と の 関係. J. C ardiography 
8 ( 3 ) : 305 - 31 2 ， 1978. 
5 ) 大城康彦， 池田 孝之， 余川 茂， 稲坂暢， 服部
信， 浦 岡忠夫 : ペー ス メ ー カ ー植込み 患者の 中 隔 異
常運動 の発生様式一一心エ コ ー 図 と ベ ク ト ル心電図
と の対比一一. J. Cardi ography 8 ( 3 ) : 341 - 348 
1978 . 
6 )  野村岳而， 高 畠 利一， 荒井志郎， 宇野伝治，
嶋尾正 人， 高 田 正信， 服部信， 黒崎正夫 : 本態性高
血圧症 に 対す る β -遮断薬 ( t iprenol ol ) の使用 経験.
診療 と 新薬 1 5 ( 10 )  : 2529 - 2533， 1978. 
7 ) 野村岳而， 宇野伝治， 高 畠 利一， 荒井志郎，
嶋尾正 人， 高 田正信， 服部信 : 高血圧症 の血柴 レ ニ
ン 活性 お よ び循環血柴量 と 治療効果 . 診断 と 治療
66 ( 5 ) : 845 - 849， 1978. 
8 ) 野村岳而， 高 畠 利一， 荒井志郎， 宇野伝治，
嶋尾正 人， 服部信， 土肥和紘 : 本態性高血圧症 に 対
す る 血管拡張薬 ( ecaraz ine hydrochl oride ) と β ー
遮断薬 ( pindol ol ) の併用 療法. 診療 と 新薬 1 5 ( 4 ) 
: 891 - 895， 1978. 
4 . 総 脱
1 ) 杉本恒明 : 心不全の 治療， (3)動脈圧 コ ン ト ロ
ー ル の 意義. 呼吸 と 循環 26( 1 ) : 70 ， 1978. 
2 ) 杉本恒明 : 心不全に お け る う つ 血 の要因. 呼
吸 と 循環 26 ( 3 ) : 244 ， 1978. 
4 ) 池 田 孝之， 杉本恒明 : 心性浮腫. 循環器科
3 ( 5 ) : 341 - 345， 1978. 
4 )  杉本恒明 : 電気的除細動. 日 本臨林 36 ( 増
刊 ) : 2070 ー 2071 ， 1978. 
5 ) 杉本恒明， 渡部秀人， 藤木明， 黒崎正夫， 柏
野謙介， 石 川 忠夫， 中 瀬真一 : 不安定狭心症 の概念.
日 本成 人病学会誌 4 ( 2 ) : 1 6 - 18， 1978. 
6 ) 杉本恒明 : 発作性頻拍症 の 内科的治療. 内科
42(  1 ) : 59 - 63 ， 1978. 
7 ) 寺 田 康 人， 杉本恒明 : 不整脈 の 臨床 ・ 薬物療
法. 現代医療 1 0 (  8 ) : 993 - 998， 1978. 
8 ) 杉本恒明 : 房室 ブ ロ ッ ク の 薬物療法. メ ジ チ
ーナ 1 5 ( 12 ) : 1 782 - 1 783， 1978. 
5 . 著 書
1 ) 杉本恒明 : 心弁膜症， p. 46- 49， 阿部裕編，
薬物療法の実際. ア サ ヒ メ デ イ カ ル 1 978. 
2) 杉本恒明 : 発作性頻拍 ( 上室性 ・ 心室性 ) . 山
田 和生編 : 最新心電図ベ ク ト ル心 電図学， 495 - 512  
頁 ， メ デ イ カ ル出 版， 1978. 
3 ) 杉本恒明 : 動停 と 不整脈. 高木誠編 : 心臓病
の 診か た一一一問診か ら 診断 ま で， 26 - 29 頁 ， 日 本 チ
パ ガ イ ギ長音 1978.
4 ) 杉本恒明 : 抗不整脈剤， 高安正夫編 : 薬剤学
講座 II ， 200 - 209 頁 ， ク リ ニ ッ ク マ 方、 ジ ン ， 1978. 
5 ) 杉本恒明 : 心房ぺー シ ン グ試験. 水野康編 :
循環器負 荷試験法一一理論 と 実際一一， 260 ー 273頁，
診断 と 治療社， 1978. 
6 ) 浦 岡 忠夫， 杉本恒明 : 遅効性亜硝酸剤 い わ ゆ
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性肝障害の 成 因 と 病理に つ い て 再検討 を 加 え ， 日 本
肝 臓学会東部会のパネ ルデス カ ッ シ ョ ン に お い て 発
表 し た 。
2 .  学会報告
井上恭一 : ア ル コ ー ル性肝障害の臨床 と 病理 ( パ
ネ ルデ ス カ ッ シ ョ ン ) ， 日 本肝臓学会東部会， 1978 ， 
10， 松本.
3 . 著 書
井上恭一， 佐 々 木博， 市 田 文 弘 : 慢性肝炎の特殊
診断法一一一肝生検. 内科 Mook .Nò.3. : 38- 39頁 ， 1978. 
4 .  そ の他
1 ) 井上恭一， 柴崎浩一， 田 代成元， 市 田 文弘，
佐藤巌 : 塩酸 チ ア ラ ミ ド の 肝機能に お よ ぽす影響に
つ い て . 薬理 と 治療 6 : 2559- 2565， 1978. 
2 ) 市 田 文 弘， 井上恭一 : 騨胆道疾患診断の進歩
特集 ・ 賞痘一一内科領域一一. 臨林 と 研究 55 : 
2356- 2359， 1978. 
3) 市 田 文弘， 井上恭一 : 老年者疾 患 の 処方集 ・
肝障害. 老年医学 1 6  : 1530 - 1 53 1， 1978. 
る 冠拡張薬. 河合忠一編 : 狭心症， 1 1 1 - 1 15 頁 ，
1 16 - 127頁 金原 出 版， 1978. 
7 ) 浦 岡忠夫， 杉本恒明 : β-遮断薬の作用 . 織 田
敏次編 : 内科セ ミ ナ ー， 不整脈， 173 - 196頁 永井
書庖， 1978 . 
6 .  そ の他
1 ) 杉本恒明 : 病態生理学研究の 在 り 方‘ 呼吸 と
循環 26( 5 ) : 4 1 1， 1978. 
2 ) 杉本恒明 : 心臓ぺー シ ン グ試験の 経験か ら .
心臓 1 0 ( 1 1 ) : 1 121 - 1 122， 1978 . 
(3) 学科内
l 研究概要
1 ) 肝 炎 ウ ィ ル ス 研究の現況
最近 1 年 間 に お い て 肝炎 ウ イ ル ス の研究は 格段 の
進歩 を 遂 げ た 。 す な わ ち A 型 肝 炎 に つ い て は A 型 肝
炎 ウ イ ルス ( H A V ) に 対す る 抗体の検索が行 な わ
れ る こ と が可能 と な り ， 従来非 B 型 急J性 ウ イ ルス 肝
炎 と き れ て い た 症例 の っ ち ， か な り の部分が A 型 肝
炎 と 確診 き れ る こ と と な っ た 。 B 型 肝 炎 の抗 原抗体
に つ い て は 従来 よ り H B s 抗原抗体， HBc 抗原抗
体， H Be 抗原抗体の 3 系が あ る こ と が明 ら か に さ
れ， そ れ ぞれの 意義に つ い て の検討がな き れて 来 た 。
と く に 最近 では H Be 抗 原抗体系が重要視 き れ， H
B s 抗 原陽性肝疾患の 中 で， HBe 抗原陽性例 では そ
の 肝組織病変が高度で、あ る こ と ， ま た B 型 肝 炎 ウ イ
ル ス ( H B V ) の 感染性 を 示す指標 と し て 重要で、 あ
る こ と な ど が指摘 き れ て 来 た 。 一方 HBe 抗 原 と と
も に H B V 増殖の指標 と し て D N A ポ リ メ ラ ーゼ活
性値 ( D N A P ) も 検索 き れ る よ う に な り ， 我 々 の
教室 に お い て も 慢性肝炎の経過 中 D N A P の 高値 を
示す症例 で， 急性増悪 を 示す例が経験 き れ， ウ イ ル
ス の増殖 と 肝病変 の進展 と の 間 に 関連があ る こ と が
明 ら か に さ れ た 。
肝 炎 の 治療 に 関 し て は イ ン タ ー フ エ ロ ン ， お よ び
そ の イ ン デ ュ ーサー， ト ラ ン ス フ ァ ー フ ァ ク タ ー な
ど に 関心が も た れて い る が， こ れ ら に つ い て は 今後
の研究課題 と 考 え ら れ る 。
2 ) ア ル コ ー ル性肝障害研究の現況
昨年の研究概要で も 述べ た 如 く ， ア ル コ ー ル性肝
障害の 成 因 に つ い て は ア ル コ ー ルに よ る 直接 的 な 肝
障害作用 の ほ か ， 飲酒に 伴 う 栄養障害， 免疫 異常 あ
る い は 我 々 が以 前 よ り 述べ て 来た H B V 感染の加重


















1 .  研究概要
臨床神経心理学的研究 : 失語 ・ 失行 ・ 失認 と い う
神経心理学的症状の そ れ ぞれ の sub-type を 原 因疾
患や他の基本的精神症状 (痴呆 ・ 健忘 な ど ) と のか
か わ り か ら 再検討す る 。 そ の た め に は ま ず症例 の蓄
積が第ーであ り ， 個 々 の症例 の示す症状の精密 な 記
述 ・ 分析 を 意 図 し て い る 。
図 形 ・ 文字の認知機構に 関す る 研究 : 図 形や文字
の 認知 に お け る 大脳半球優位性の 問題 を ， タ キ ス ト
ス コ ー プ を 用 い研究す る 。 き ら に 対象 を polygl ot
と し そ の大脳半球優位性 に も 考究 を すすめ た い 。
ま た ， 動物の視覚連合領 と パ タ ー ン 認知 に 関す る 実
験 も 準備 中 であ る 。
臨床脳 波学的研究 : 各種神経疾患 での臨床脳 波 を
継時 的 な 視点 を も っ て 研究す る 。 症状の推移 ・ 諸種
検査結果 と 対比 し ， 脳 波 の も つ 臨床経過記述 での優
用性 と 限 界に つ い て 検討す る 。
神経病理学的研究 : 剖検例 か ら 得 ら れ た 変性 ・ 脱
髄性 ・ 炎症性疾 患 の 中 枢神経系 に つ い て 組織病理学
的 に 検索 し て い る 。 特に 多 発性硬化症 は 多数の症例
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